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毎日新聞59作目のNHK大河ドラマ2020年 麒麟がくる 1月19日（日）20時スタート

光秀の「謀反」像一新

光秀は、生誕が不明であるなど、その前半生は謎に包まれた
部分が多い。「麒麟がくる」では、光秀は美濃の守護代、斎
藤道三の家臣として重用される。道三の死を機に美濃を追わ
れた光秀だが、信長と出会い、人生が大きく変化していく。
というストーリーになる。NHKによると、近年の歴史研究も
踏まえ、光秀を私怨により本能寺で信長を討った「謀反人」
としてではなく「勇猛果敢かつ理知的な天才」と捉えなおし
て描くという。題名にある「麒麟」は、王が仁のある政治を
行うときに必ず現れるという伝説の獣をさす。

1467年に始まった応仁の乱後の混乱にあえぐ戦国の世
を描く中、登場人物が「麒麟」到来を願う思いを口に
する場面もある。今作は「戦国時代の起源ともいえる
信長や徳川家康が名を成すまでの過程」を丹念に描く
点が特色。
「今の時代も生きやすい世の中とは言えないのではな
いか。未来が見えないという点では戦国の世と共通し
ている。光秀ら武将の生き様から、学ぶ点は多い。
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